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輸入品とともに持ち込まれる虫

新型コロナの行動制限が緩和され、
レジャーにも行きやすくなりました。
中には海外旅行を計画している人もい
るのではないでしょうか。
特定外来生物を国外から持ち込むこ
とは法律で禁止されていますが、虫の
場合、卵が製品に付着していたり、製
品の中に幼虫が潜んでいたり、製品包
装やコンテナそのものの隙間に潜んで
いたということがあります。意図せず
輸入品とともに持ち込まれてしまうこ
とがあるのです。
実際に海外で製造された木製の製品
が消費者の元に届いた際に、キクイム
シによって製品が穴だらけにされてい
た事例や、プロテインバーの中に虫の
卵が混入しており、日本に輸入後たく
さんの幼虫が孵化していた事例があり
ます。海外では虫は食べても人体への

「セアカゴケグモ」という名前を一度は聞いたこ
とがある人が多いのではないでしょうか。その名の
通りメスは腹部に赤い模様があり、とても目立つ風
貌をしているので分かりやすいです。オスはメスに
比べて小さく、地味な色合いなので一見して他のク
モと見分けるのが難しいですが、噛みつくのはメス
だけです。セアカゴケグモは、人工物に潜んでいる
ことが多く、日当たりのいい暖かい場所に置いてあ
る物の陰を好みます。排水溝の側面や蓋の裏、コン
クリートのへこみや隙間、プランターや花壇、自動
販売機の裏などに潜んでいます。また、⻑期間放置
していた自転車のサドルの裏から出てきたというこ
ともありますので、そういったものは要注意です。

セアカゴケグモに要注意
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影響はなく殺虫剤が混入するよりは
ましだという考えもあります。日本
人との価値観の違いを感じますね。
海外に生息している虫の多くは、

日本の気候や温度では生きていくこ
とが出来ず、定着することは多くあ
りませんが、温暖化の影響などで日
本国内にも定着し始めた種類の虫も
います。昨今では、ヒアリやアルゼ
ンチンアリ、セアカゴケグモなどが
有名です。外来の虫の中には毒を
もっていたり、凶暴性が強いものも
いたりしますので注意が必要です。
製品やその原材料を輸入されてい

る場合、製品に混入してしまった虫
が日本で混入したのか、海外で混入
したのかを知りたいというご依頼が
弊社宛によくあります。その場合、
その虫がどんな虫なのかを同定する

必要がありますが、国内の虫に比べ
海外の虫は知見や文献が少なく、種
類まで同定することが困難であるた
め、ＤＮＡ検査を推奨しています。
ＤＮＡ検査ではその一致率が高い

虫の種類まで科学的に同定すること
ができるので、製造時期や虫の生態
と照らし合わせて、日本での混入な
のか、海外での混入なのかを判断す
ることができる可能性があります。
虫の同定だけではなく、いつどこで
混入してしまったのか、お客様と情
報共有をしながら考察していくこと
もできます。お困りのことがあれば、
なんでもご相談ください。

セアカゴケグモは、特定外来生物なので、生きた
まま別の場所に移動させることが法律で禁止されて
います。場所によってはすでに定着し、屋外で普通
に見られるようになっているところもあります。見
つけた際は素手で触らず、家庭用殺虫剤を吹きかけ
たり、靴で踏みつぶしたりして対処しましょう。毒
をもっているため危険な生物ではありますが、とて
もおとなしく、襲ってくるこ
とはありません。
嚙まれてもスパイダーマン

にはなれませんので、むやみ
に触ったり、刺激をしない
ようにしましょう。
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